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三
月 

別
名 

弥
生
（
や
よ
い
）
・
建
辰
月
（
け
ん 

し
ん
げ
つ
）
・
季
春
（
き
し
ゅ
ん
） 

弥
生
は
「
草
木
い
や
お
い
づ
き
」
が
縮
ま
っ
た
言

葉
と
言
わ
れ
ま
す
。 

『
三
月
の
花
』 

暦
通
り
な
ら
、
桃
の
花
。 

し
か
し
ま
だ
梅
が
い

っ
ぱ
い
咲
い
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
目
に
付
く

菜
の
花
。
沈
丁
花
（
じ
ん
ち
ょ
う
げ
）、
三
椏

（み
つ
ま
た
）、
山
茱
萸
（
さ
ん
し
ゅ
ゆ
）、
蕗
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
開
き 

 
 

           

薹
（ふ
き
の
と
う
）、
（こ
ぶ
し
）、
馬
酔
木
（
あ
せ

び
）、
白
木
蓮
、
木
五
倍
子
（き
ぶ
し
）、
蒲
公
英
（た

ん
ぽ
ぽ
）、
雪
柳
（ゆ
き
や
な
ぎ
）、
土
筆
（
つ
く

し
）、
な
ず
な
、
猫
柳
（ね
こ
や
な
ぎ
）。
名
前
が
面

白
い
。
蕗
の
薹
の
「薹
」の
字
を
書
く
機
会
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。 

『草
か
ん
む
り
』+

『吉
』+

「室
」の
「
ウ
」か
ん
む
り

が
「
ワ
」で
し
た
。 

  

『三
月
の
言
葉
』 

 
 

キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
呪
い
と
な
っ
て
、
私
た

ち
を
律
法
の
呪
い
か
ら
贖
い
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
木
に
か
け
ら
れ
た
も
の
は
皆
呪
わ
れ
て
い
る
」と
書
い
て

あ
る
か
ら
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
三
章
十
三
節
） 

令和 5年 3月（236）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 医院だより  

目 

次 

  

１ 

三
月
の
異
称
、
三
月
の
花
、
三
月
の
言
葉 

  

２ 

三
月
の
暦
、
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ 

 
 

３  

診
療
案
内
、
健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
、
新
型
コ
ロ
ナ 

４ 
 

マ
ス
ク
の
着
用
基
準
の
変
更
、 

 
 
 

５ 

日
野
原
先
生
の
「
看
取
り
の
愛
」
か
ら
（
老
い
、
そ
の
人
間
的 

意
味
） 

大
岡 

信
選
集
、
け
ん
こ
う
（
一
六
十
） 

 
 
 

７ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
二
〇
六
） 

 
 

 
 

 
 

 

届
い
て
い
る
こ
と
を
早
く
に
連
絡
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
食

べ
て
み
な
い
う
ち
は
、
と
思
っ
て
い 

ま
し
た
。 

最
近
、
群
馬
で
も
群
馬
名
月
と
い
う
品
種
が
出
て
人
気
で
す
。
サ

ク
サ
ク
感
と
あ
っ
さ
り
し
た
甘
み
で 

す
。 

か
な
り
い
い
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
か
足
り
な
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
頂
い
た
長 

野
産
を
食
べ
て
み
て
、
ア
、
こ
れ
だ
、
と
思
っ
た
の
が
酸
味
で
し

た
。 

 

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ
で
一
蹴
さ
れ
、
筆
不
精
に
な
る
の
も

コ
ロ
ナ
の
せ
い
と
言
い
訳
し
そ
う
な 

気
が
怖
い
で
す
。 

今
春
か
ら
一
人
の
姉
を
ひ
と
冬
家
の
中
に
住
ま
わ
し
て
お
く
の
は

心
配
だ
と
、
出
入
し
て
い
る
巻
き
「 

マ
ケ
」
の
一
人
か
ら
言
わ
れ
、
家
の
中
で
い
ざ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
姉
を
施
設
に
見
て
も
ら
お
う
と 

よ
う
や
く
１
１
月
７
日
に
六
日
町
の
施
設
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

と
も
す
れ
ば
姉
に
も
家
に
対
す
る
未
練
が
わ
い
て
駄
々
を
こ
ね
た

り
し
た
の
で
す
が
、
宥
め
な
だ
め
入 

所
し
て
２
週
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

残
っ
た
家
を
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
問
題
で
、

小
さ
な
小
屋
を
建
て
わ
た
し
が
住
み 

た
い
気
が
あ
り
ま
す
が
、
家
族
か
ら
は
反
対
さ
れ
、
自
分
が
そ
の

立
場
だ
っ
た
ら
、
父
親
の
意
を
汲
ん 

で
、
父
親
を
応
援
し
た
だ
ろ
う
な
と
、
思
い
ま
し
た
。 

最
終
結
論
を
来
春
ま
で
待
ち
、
今
は
母
屋
の
家
具
や
物
品
の
取
り

片
付
け
で
す
。
長
岡
に
い
る
兄
貴
夫 

妻
と
家
内
や
娘
た
ち
が
交
替
ご
う
た
い
で
週
２,

３
回
ず
つ
通
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
疲
れ
切
っ
て
お 

り
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
祈
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
す
。 

今
冬
、
ま
す
ま
す
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

蔓
延
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乗 

り
切
っ
て
、
明
る
く
有
益
な
計
画
が
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
案
し
て

い
ま
す
。 

 

宮
下
さ
ん
も
、
お
体
を
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
山
崎

先
生
を
囲
ん
で
お
話
が
聞
き
た
い
で 

す
ね
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

秋
山
典 

夫 

拝 

 

 
 

４ 

日
野
原
先
生
語
録
、
大
岡 

信
「
折
々
の
う
た
」 

    

５  

け
ん
こ
う
（
１
５
６
） 

 
 

９ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と(

２
０
２)  
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キ
リ
ス
ト
の
肉
体
上
の
苦
痛
は
、
彼
の
心
霊
上
の

苦
痛
を
表
し
た
だ
け
で
あ
る
。
謝
罪
の
恩
恵
（
め

ぐ
み
）
は
彼
の
神
経
上
の
疼
痛
（
い
た
み
）
に
よ
っ

て
来
る
の
で
は
な
く
、
心
霊
上
の
憂
愁
に
よ
っ
て

来
る
の
で
あ
る
。
カ
ル
バ
リ
山
で
な
く
、
ゲ
ッ
セ
マ

ネ
の
園
こ
そ
人
類
の
罪
の
贖
わ
れ
た
所
で
あ
ろ

う
。
キ
リ
ス
ト
に
い
ば
ら
の
冠
を
か
ぶ
ら
せ
た
も

の
は
私
の
罪
で
あ
る
。
彼
に
苦
い
盃
を
の
ま
せ
た

も
の
は
私
の
罪
で
あ
る
。
彼
を
十
字
架
に
釘
う
た

せ
た
も
の
は
、
私
の
罪
で
あ
る
。
天
主
教
徒
が
常

に
十
字
架
を
身
に
ま
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
を
思
い
、

誠
実
な
新
教
徒
某
が
常
に
十
字
架
上
の
イ
エ
ス

の
像
を
机
上
に
置
き
、
「
お
前
の
罪
が
キ
リ
ス
ト
に

こ
の
苦
痛
を
与
え
た
」
と
独
語
し
て
己
の
罪
を
責

め
た
こ
と
を
、
迷
信
邪
説
と
し
て
こ
と
ご
と
く
排

し
て
は
な
ら
な
い
。 内

村
鑑
三
「
一
日
一
生
」
三
月
五
日 

                             
 

芝
桜 

               
 

「三
月
の
暦
」 

 
 
 

一 

日 
 

奈
良
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会 

 
 

 

三 

日 
 

ひ
な
祭
り
、
耳
の
日 

四 

日 
 

新
潟
浦
佐
押
合
い
祭 

     

六 

日 
 

啓
蟄 

 

 
 

 
 

 

啓
蟄
と
は
、
陽
気
に
誘
わ
れ
、
土
の
中
の
虫
が
動 

き
出
す
こ
ろ
の
こ
と
。
一
雨
ご
と
に
春
に
な
る
、
そ 

ん
な
季
節
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
。 

 
 

初
侯 

蟄
虫
戸
を
啓
く
（
す
ご
も
り
の
む
し
と
を
ひ 

 
 

 
 

 
 

ら
く
）  

 
 

（
三
月
五
日
～
三
月
九
日
ご
ろ
） 

次
候 

桃
始
め
て
笑
う
（三
月
十
日
～
十
四
日
ご
ろ
） 

末
候 

 

菜
虫
蝶
と
化
す
（な
む
し
ち
ょ
う
と
か
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
三
月
十
五
日
～
十
九
日
ご
ろ
） 

 
 

 

八 
 

日 

国
際
婦
人
デ
ー 

 

 
 

 
十
二
日 

奈
良
東
大
寺
二
月
堂
お
水
取
り 

 
 

 

十
三
日 

奈
良
春
日
大
社
祭 

十
八
日 

 
彼
岸
入
り 

十
九
日
～
二
十
一
日 

清
盛
祭 

 

二
十
日 

上
野
動
物
園
開
園
記
念
日 

二
十
一
日 

春
分
の
日 

 

 

春
分
と
は
、
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り
、
真
西
に
沈
む 

日
の
こ
と
。
昼
と
夜
が
同
じ
長
さ
に
な
る
春
分
の
時 

期
は
二
十
四
節
気
の
大
き
な
節
目
の
ひ
と
つ
と
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

初
侯 

す
ず
め
始
め
て
巣
く
う 

（三
月
二
十
日
～
二
十
四
日
ご
ろ
） 

次
候 

桜
始
め
て
開
く
（三
月
二
十
五
日
～
二
十
九
日
ご
ろ
） 

末
候 

雷
乃
声
を
発
す
（か
み
な
り
こ
え
を
は
っ
す
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
三
月
三
十
日
～
四
月
三
日
ご
ろ
）  

二
十
三
日 

世
界
気
象
デ
ー 

二
十
四
日 

彼
岸
明
け 

二
十
五
日 

奈
良
薬
師
寺
花
会
式
、
電
気
記
念
日 

二
十
七
日 

京
都
表
千
家
利
休
忌 

二
十
八
日 

京
都
裏
千
家
利
休
忌 

参
考 

令
和
５
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
）  

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

   

「か
か
り
つ
け
医
」に
つ
い
て 

 

当
院
で
は
、
日
本
医
師
会
に
認
定
さ
れ
た
日
医
か
か
り
つ
け
医
機 

能
研
修
制
度
の
「か
か
り
つ
け
医
」が
診
療
に
あ
た
り
ま
す 

 

お
知
ら
せ 

一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
付
が
で
き
ま
す
。
保
険 

 

証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
他
院
で
の

処
方
や
特
定
検
診
結
果
も
こ
こ
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

‣

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
方
は
、
月
の
最 

初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。 

・受
診
券
は
い
つ
も
必
要
で
す
。 
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二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 
 

○ 
禁
煙
外
来
（休
止
中
） 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
治
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

施
行
し
て
い
ま
す)

・ 

大
腸
カ
メ
ラ
（４
月
か
ら
開
始
予
定
）  

 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
外
来
対
応 

継
続
中
（５
月
７
日
ま
で
） 

三
、
当
番
医 

四
月 

九
日
（ 

日
）  

９
時
か
ら
１
８
時
ま
で 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

現
在
は
諸
事
情
の
た
め
、
外
来
予
約
制
は
休
止
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
受
付

ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

五
、
新
型
コ
ロ
ナ
「２
類
相
当
」を
５
月
８
日
か
ら
「５

類
」に
引
き
下
げ
る
方
針
が
一
月
二
十
七
日
決
定
。 

要
点
は
次
の
通
り
。 

 

① 

新
型
コ
ロ
ナ
を
５
月
８
日
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル 

  

 
 

エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行 

② 

医
療
費
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負
担
は
段
階 

的
に
縮
小 

③ 

コ
ロ
ナ
患
者
に
対
応
す
る
医
療
機
関
を
段
階
的 

に
拡
大 

 
 

④ 

医
療
費
の
公
費
負
担
と
医
療
提
供
体
制
は
３
月   

上
旬
を
め
ど
に
具
体
的
方
針
を
決
定 

 
 

⑤ 

マ
ス
ク
着
用
は
屋
内
外
を
問
わ
ず
、
個
人
の
主 

体
的
な
選
択
を
尊
重 

 
 

⑥ 

感
染
者
の
全
数
把
握
を
終
了
、
定
点
把
握
に 

移
行 

 

 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
 

 
 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

                

七
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
療
養
期
間
と
外
出
制
限
の

緩
和
（令
和
４
年 

９
月
７
日
） 

【症
状
の
あ
る
方
】 

１
．
入
院
以
外
の
人 

発
症
日
か
ら
７
日
間
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽
快
か
ら
２
４

時
間
経
過
し
て
い
る
場
合
、
８
日
目
か
ら
療
養
解
除
を
可

能
と
す
る
。 

た
だ
し
、
有
症
状
者
は
１
０
日
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、

感
染
リ
ス
ク
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
、
検
温
な
ど
自
身
に

よ
る
健
康
状
態
の
確
認
や
、
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
者

と
の
接
触
、
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
へ
の
不
要
不
急
の
訪
問
、
感

染
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
の
利
用
や
会
食
な
ど
を
避
け
る
こ

と
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
、
自
主
的
な
感
染
予
防

行
動
の
徹
底
を
行
う
。 

２
．
現
在
入
院
中
の
人 

発
症
日
か
ら
１
０
日
間
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽
快
後
７
２

時
間
経
過
し
た
場
合
に
１
１
日
目
か
ら
解
除
可
能 

【無
症
状
の
方
】 

検
体
採
取
日
か
ら
７
日
間
経
過
し
た
場
合
に
は
８
日
目
に

療
養
解
除
を
可
能
と
す
る
。 

加
え
て
、
５
日
目
の
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
検
査
で
陰
性
を

確
認
し
た
場
合
に
は
、
５
日
間
経
過
後
（６
日
目
）に
解
除

を
可
能
と
す
る
。 

た
だ
し
無
症
状
の
方
は
７
日
間
、
感
染
リ
ス
ク
が
残
存
す

る
こ
と
か
ら
、
検
温
な
ど
自
身
に
よ
る
健
康
状
態
の
確
認

や
、
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
、
ハ
イ
リ
ス
ク

月 妊婦と旅行 

火 口内炎 

水 皮膚病変と内臓疾患 

木 鉄欠乏性貧血と食事 

金 座りスクワット 

土日 マスクと口呼吸 

http://www.raijin.com/kenko/
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 施
設
へ
の
不
要
不
急
の
訪
問
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場

所
の
利
用
や
会
食
な
ど
を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
こ
と
な
ど
、
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
療
養
期
間
中
の
外
出
自
粛
に
つ
い
て 

有
症
状
の
場
合
で
症
状
軽
快
か
ら
２
４
時
間
経
過
後
、 

ま
た
は 

無
症
状
の
場
合
に
は
、
外
出
時
や
人
と
接
す
る
際
は
短

時
間
と
し
、
移
動
時
は
公
共
交
通
機
関
を
使
わ
な
い
こ

と
、
外
出
時
や
人
と
接
す
る
際
に
か
な
ら
ず
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
を
徹
底
す

る
こ
と
を
前
提
に 

食
料
品
の
買
い
出
し
な
ど
必
要
最
小
限
の
外
出
を
行

う
こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

重
要 

八
、
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 
 

（令
和
５
年
３
月
１
３
日
以
降
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
） 

こ
れ
ま
で
屋
外
で
は
原
則
不
要
、
屋
内
で
は
原
則
着
用 

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
３
月
１
３
日
以
降
、 

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本
と
な
り
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用
の 

考
え
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス
ク
の
着
脱
を
強
い
る
こ
と
が
な 

い
よ
う
、
個
人
の
主
体
的
な
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
ご 

配
慮
く
だ
さ
い
。 

各
状
況
下
で
の
考
え
方 

１ 

マ
ス
ク
着
用
が
推
奨
さ
れ
る
場
面 

 
 

高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
へ
の
感
染
を
防
ぐ 

た
め
、
次
の
場
面
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
る 

 

〇 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き 

 

 

〇 

高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
多
く
入
院
・ 

生
活
す
る
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
訪
問
す

る
と
き 

〇 

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
、
混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス
に
乗

車
す
る
と
き 

概
ね
全
員
の
着
席
が
可
能
で
あ
る
も
の
（新
幹
線
、
通

勤
ラ
イ
ナ
ー
、
高
速
バ
ス
、
貸
し
切
り
バ
ス
等
）を
除

く
。 

 
 
 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
期
に
重 

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
混
雑
し
た
場
所
に
行
く
と 

き
に
つ
い
て
は
、
感
染
か
ら
自
身
を
守
る
た
め
の
対
策 

と
し
て
マ
ス
ク
着
用
が
効
果
的
で
あ
る
。 

２ 

症
状
が
あ
る
場
合
の
対
応 

 
 
 

症
状
が
あ
る
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検 

査
で
陽
性
に
な
っ
た
方
、
同
居
す
る
家
族
に
陽
性
と 

な
っ
た
方
が
い
る
方
は
、
周
囲
の
方
に
感
染
を
広
げ
な 

い
た
め
に
、
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。 

通
院
な
ど
で
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
と
き
に
は
、
人 

混
み
は
避
け
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

３ 

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
の
対
応 

 
 
 

高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
多
く
入
院
・ 

生
活
す
る
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者 

の
方
は
勤
務
中
の
マ
ス
ク
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る 

４ 

事
業
者
に
お
け
る
対
応 

 
 
 

マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で 

は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者
が
感
染
対
策
上
ま
た
は
事 

業
場
の
理
由
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
ま
た
は
従
業
員 

に
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

 

留
意
事
項 

 
 
 

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
す
こ
や
か
な
発
育
・発
達
の
妨 

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。  

な
お
、
感
染
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
場
合
に
は
、
一 

時
的
に
場
面
に
応
じ
た
適
切
な
マ
ス
ク
の
着
用
を
ひ 

ろ
く
呼
び
か
け
る
な
ど
、
よ
り
良
い
感
染
対
策
を
求 

め
る
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
。 

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
子
ど
も 

の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
健
康
面
な
ど
へ
の
影 

響
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
保
護
者
や 

周
り
の
大
人
が
個
々
の
子
供
の
体
調
に
十
分
注
意 

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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日
野
原
先
生
の
文
章
か
ら 

 

 
 
 

（老
い
・・・・・そ
の
人
間
的
意
味
） 

「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」と
最
後
の
時
に
言
う
こ 

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
に
は
有
終
の
美
が
与 

え
ら
れ
な
か
っ
た
不
幸
な
一
生
に
な
っ
て
し
ま
う
の 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

有
終
の
美
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
老 

い
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意 

味
に
お
い
て
、
老
い
を
、
医
学
や
生
物
学
的
な
意
味 

に
加
え
て
、
自
分
の
避
け
ら
れ
な
い
死
ま
で
ど
う
築 

き
上
げ
て
い
く
か
。
そ
れ
を
め
い
め
い
が
考
え
て
ゆ 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
「
エ
セ―

」
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。 

「
過
ぎ
し
生
を
享
し
む
と
い
う
こ
の
こ
と
こ
そ
、
二
度 

生
き
る
と
い
う
こ
と
」
（
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス
）に
触
れ
て 

「
プ
ラ
ト
ン
は
老
人
た
ち
に
、
若
者
た
ち
が
運
動
や 

舞
踊
や
遊
戯
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
っ 

て
、
自
分
に
亡
く
な
っ
た
肉
体
の
し
な
や
か
さ
や
美 

し
さ
を
他
人
の
中
に
見
て
喜
び
、
自
分
の
若
い
こ
ろ 

の
美
し
さ
や
愛
ら
し
さ
を
想
い
出
す
よ
う
に
せ
よ
と 

命
じ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
娯
楽
に
お
い
て
最
も
多
数 

の
老
人
を
も
っ
と
も
多
く
喜
ば
せ
楽
し
ま
せ
た
若
者 

に
勝
利
の
名
誉
を
与
え
よ
と
命
じ
て
い
る
」 

日
野
原
重
明
著
「看
と
り
の
愛
」よ
り 

 
 
 

蠅
は
逃
げ
た
の
に
静
か
に
手
を
ひ
ら
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

俳
風
柳
多
留 

 

「
蠅
は
逃
げ
」で
一
息
お
く
と
五
七
五
に
な
っ
て
読
み
易

い
。
昔
は
よ
く
、
蠅
を
わ
し
づ
か
み
で
捕
ま
え
る
よ
う
な

人
も
い
た
っ
け
、
と
思
い
出
さ
せ
る
川
柳
で
あ
る
。
う
ま
く

捕
ま
え
た
、
と
思
っ
て
そ
う
っ
と
手
を
開
く
図
。
お
の
ず

と
滑
稽
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
先
生
が
「笑
い
」と
い
う
名
著
を
書

く
時
、
川
柳
を
知
っ
て
い
た
ら
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。
少
な
く

と
も
、
例
を
あ
げ
る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
細
工
が
で
き
た
だ

ろ
う
。
本
の
内
容
そ
の
も
の
も
、
も
っ
と
お
か
し
か
っ
た
だ

ろ
う
。 

  

蠅
を
打
ち
蚊
を
焼
き
病
む
身
罪
深
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

正
岡
子
規 

「
子
規
句
集
」所
収
。
明
治
三
十
五
年
（病
中
）
と
題
す
る

一
句
。
こ
れ
と
同
時
期
の
作
に
、
『
蝿
打
ち
を
持
っ
て
居
眠

る
み
と
り
か
な
」。
ミ
ト
リ
は
看
取
り
、
つ
ま
り
看
病
す
る

人
で
、
重
症
の
脊
椎
カ
リ
エ
ス
で
苦
し
ん
だ
子
規
を
日
夜

看
病
し
た
妹
律
の
こ
と
だ
ろ
う
。
疲
れ
て
居
眠
り
す
る
妹
。

そ
れ
を
じ
っ
と
見
て
い
る
病
人
。
蚊
や
蝿
は
、
「罪
深
し
」と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
子
規
を
追
い
こ
む
と
い
う
意

味
で
も
、
や
り
き
れ
な
い
憎
ら
し
い
連
中
だ
っ
た
。 

大
岡 

信
著 

『
新
折
々
の
う
た
」 

三 

岩
波
新
書 

 

 
 

け
ん
こ
う 

 
(

百
六
十
） 

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）
（２
５
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
広
が
り
、
４
年 

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
８
波
に
加
え
て
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
期
流
行
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。 

１
月
二
十
七
日
、
国
は
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
新
型
コ
ロ
ナ
を
５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
の
動
き
に
注
意
し
て
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

二
、 

花
粉
症 

 

花
粉
の
飛
散
量
が
過
去
１
０
年
間
で
最
多
と
言
わ
れ 

 

花
粉
症
が
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉
症

の
特
徴
、
症
状
、
対
策
、
治
療
に
つ
い
て
挙
げ
て
お

き
ま
す
。 

１
． 

一
般
的
な
こ
と 

① 

日
本
人
の
３
人
に
１
人
は
ス
ギ
花
粉
症
を
有

す
る 
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② 
 

環
境
省
の
発
表
に
よ
る
と
２
０
２
３
年

は
花
粉
症
の
飛
散
量
が
非
常
に
多
く
な

り
、
関
東
で
は
過
去
１
０
年
で
は
最
多
と

な
る
見
込
み 

③ 

花
粉
飛
散
量
は
前
年
の
夏
の
気
象
条
件
が

大
き
く
影
響
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

④ 

気
温
が
高
く
日
照
時
間
が
な
が
く
、
雨
の
少

な
い
夏
は
花
芽
が
多
く
形
成
さ
れ
次
の
年
の

花
粉
の
飛
散
量
が
多
く
な
る
。 

⑤ 

昨
年
（２
０
２
２
年
）の
夏
は
ま
さ
に
こ
の
通

り
の
夏
で
し
た
。 

⑥ 

早
め
の
対
策
が
カ
ギ
！ 

２
． 

症
状 

① 

一
般
的
症
状 

・く
し
ゃ
み 

・鼻
水 

・鼻
づ
ま
り 

・ 

目
の
か
ゆ
み 

② 

他
の
症
状 

・皮
膚
症
状 

・頭
痛 

 
 
 
 
 
 

・う
つ 

・喘
息
の
悪
化 

・果
物
摂
取
で
口
の
か
ゆ
み
を
生
じ
る
口
腔 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
出
現
な
ど 

３
． 

予
防
対
策 

症
状
が
出
る
前
か
ら
の
対
策
が
必
要 

 
 
 

対
策
（１
）花
粉
と
の
接
触
を
避
け
る 

 
 
 
 

外
出
時 ① 

マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
使
用 

マ
ス
ク
は
花
粉
量
を
３
分
の
１
か
ら
６
分

の
１
に
減
ら
す
。
メ
ガ
ネ
は
ゴ
ー
グ
ル
式
が

良
い 

② 

服
装
は
ウ
ー
ル
製
の
衣
類
を
避
け
帽
子
着

用 
 
 

顔
や
頭
は
露
出
し
て
い
る
の
で
つ

ば
の
広
い
帽
子
が
お
す
す
め 

 
 
 
 

在
宅
時 

① 

う
が
い
と
洗
顔
を
し
て
花
粉
を
洗
い
流

す 

② 

洗
濯
も
の
は
室
内
干
し
に 

③ 

換
気
の
際
は
窓
を
全
開
に
し
な
い
。 

④ 

部
屋
は
こ
ま
め
に
清
掃
（濡
れ
雑
巾
が

有
効
） 

 
 
 

対
策
（２
）市
販
薬
の
使
用 

医
療
機
関
に
行
く
よ
り
手
軽
に
手
に
入
る
。 

① 

の
み
薬 

 
く
し
ゃ
み
。
鼻
水
を
抑
制 

② 

点
鼻
薬 

 

鼻
詰
ま
り
を
解
消 

③ 

点
眼
薬 

 

か
ゆ
み
を
抑
え
る 

 
 
 

対
策
（３
） 

医
療
機
関
受
診 

前
期
①
②
③
の
ほ
か
に 

④ 

舌
下
免
疫
療
法 

⑤ 

レ
ー
ザ
ー
治
療 

⑥ 

注
射
療
法 

４
，
シ
ー
ズ
ン
中 

① 

の
み
薬 

② 

点
鼻
、
点
眼
薬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
山
だ
よ
り 
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院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（二
〇
六
） 

続 

高
山
飛
脚 

◇
９
０
歳
を
超
え
た
ご
夫
妻
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ 

 

 

ッ
ド
で
一
日
を
過
ご
し
、
６
０
歳
代
の
息
子
さ 

 

ん
が
２
つ
の
ベ
ッ
ド
の
間
を
走
り
回
っ
て
お
世 

 

話
し
て
い
た
。
親
御
さ
ん
の
ど
ち
ら
か
の
具
合 

 
 
 

 

が 

悪
く
な
る
と
、
嫁
い
だ
娘
さ
ん
が
泊
ま
り 

 

込
み
、
兄
妹
二
人
で
ご
両
親
の
お
世
話
を
し 

 

て
お
ら
れ
た
。 

◆
ご
主
人
の
診
察
を
し
て
い
る
と
、
奥
さ
ん
（Ａ 

さ
ん
）
が
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
診
察
光
景
を 

見
て
い
て
笑
顔
を
し
た
り
心
配
し
た
り
し
て 

い
る
。
診
察
が
奥
さ
ん
の
番
に
な
る
と
、
ご
主 

人
は
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、 

「な
ん
だ
、
ど
う
し
た
」と
心
配
し
た
り
、
そ
う 

か
と
思
う
と
、
「草
津
よ
い
と
こ…

」を
気 

持
ち
よ
く
う
な
っ
て
い
る
事
も
あ
る
。 

 

◇
年
が
改
ま
っ
て
か
ら
は
奥
様
は
体
調
を
崩
さ 

れ
、
ご
主
人
の
診
察
の
と
き
に
も
そ
ち
ら
を
見 

る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

   

◆
ほ
ぼ
二
年
前
の
こ
と
・・・ 

（医
院
だ
よ
り
令
和
３
年
８
月
よ
り
） 

  

 

高
山
飛
脚 

◇
在
宅
医
療
で
９
０
歳
を
過
ぎ
た
ご
夫
婦
を 

 

往
診
し
て
い
る
。
広
い
お
部
屋
に
お
二
人
の 

ベ
ッ
ド
を
少
し
離
し
て
置
い
て
あ
り
、
一
人 

の
息
子
さ
ん
が
間
を
跳
び
回
っ
て
介
護
し
て 

お
ら
れ
る
。 

◆
お
父
さ
ん
の
ほ
う
を
診
察
し
て
い
る
と
、
向
こ

う
に
い
る
お
母
さ
ん
（
Ａ
さ
ん
）が
、
ど
う
し
た

か
と
心
配
し
て
声
を
か
け
て
く
る
。
お
母
さ
ん

の
診
察
の
と
き
は
、
今
度
は
お
父
さ
ん
の
方
が

な
に
か
と
声
を
か
け
て
く
る
。
声
を
か
け
て
来

な
い
な
と
思
っ
て
い
る
と
、
一
人
で
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
歌
を
唄
っ
て
い
る
。
心
臓
や
胆
管
炎

で
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
っ
て
き
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
と
て
も
平
和
な
光
景
で
あ
る
。 

◇
初
夏
の
暑
か
っ
た
日
、
お
母
さ
ん
の
診
察
が
終

わ
っ
て
の
帰
り
際
、 

 

「私
は
、
こ
の
あ
と
、
高
山
ま
で
往
診
に
行
っ
て

く
る
ん
で
す
」 

 

と
お
話
し
た
ら
、 

「私
は
高
山
の
出
身
な
ん
で
す
よ
」 

 
 

と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
奇
縁
と
詳
し
く
伺
う
と
、
な
ん
と
私
が

往
診
に
行
っ
て
い
る
お
家
の
家
族
を
よ
く
ご
存

じ
と
の
こ
と
。 

 

「
Ｔ
さ
ん
お
元
気
か
な
、
も
う
百
に
は
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
ね
え
」 

 

「
あ
あ
、
Ｔ
さ
ん
で
す
か
、
も
う
百
二
歳
に
な
り

ま
す
よ
」 

◆
こ
ん
な
素
敵
な
お
便
り
を
土
産
に
し
て
行
く

と
き
は
足
取
り
が
軽
く
、
往
診
で
高
山
に
到
着

し
ま
し
た
。 

 

お
話
し
す
る
と
、
Ｔ
さ
ん
の
息
子
さ
ん
が 

 

「
そ
の
Ａ
さ
ん
は
、
こ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
の
家
の

人
で
Ａ
さ
ん
の
兄
さ
ん
も
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

ん
で
す
よ
。
Ａ
さ
ん
は
と
て
も
働
き
者
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
」 

 
 

と
話
し
て
く
れ
た
。
Ｔ
さ
ん
の
息
子
さ
ん
は
背

中
に
お
ぶ
さ
っ
て
、
Ａ
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
が
出

征
す
る
の
を
見
送
り
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

Ｔ
さ
ん
の
ご
主
人
も
戦
死
さ
れ
て
お
ら
れ
、
Ｔ

さ
ん
は
ま
だ
乳
飲
み
子
の
御
長
男
と
二
人
き

り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ご
主
人

の
い
と
こ
の
方
と
再
婚
さ
れ
、
婚
家
に
と
ど
ま

り
、
さ
ら
に
二
人
の
娘
さ
ん
を
育
て
ま
し
た
。 

◇
数
年
前
に
全
視
力
を
失
わ
れ
た
Ｔ
さ
ん
も
、 

 

「
あ
あ
、
Ａ
さ
ん
ね
、
あ
の
人
は
苦
労
し
た
ん
で

す
よ
」 

と
静
か
に
話
さ
れ
た
。 
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◇ 
Ａ
さ
ん
の
お
兄
様
の
奥
様
は
夫
が
亡
く
な

ら
れ
た
後
、
夫
の
弟
さ
ん
と
再
婚
さ
れ
、
家

に
と
ど
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
さ

ん
も
Ｔ
さ
ん
も
銃
後
の
悲
劇
を
そ
れ
ぞ
れ

角
度
に
違
い
は
あ
る
が
、
い
ろ
ん
な
ご
苦
労

を
さ
れ
慰
め
あ
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。 

◆
「Ａ
さ
ん
に
会
っ
て
話
が
出
来
る
と
い
い
で

す
ね
、
」 

 

と
Ｔ
さ
ん
に
お
尋
ね
る
と
、 

 

「も
う
会
っ
て
も
お
互
い
に
分
か
ら
な
い
で
し

ょ
う
ね
」 

 
 

と
言
わ
れ
た
。 

◇
７
月
末
の
暑
い
日
、
Ａ
さ
ん
夫
妻
を
往
診 

し
、
ご
主
人
・奥
さ
ん
と
診
察
し
た
後
、 

 

「
Ａ
さ
ん
、
今
日
は
格
別
に
暑
い
で
す
ね
え
」 

 

「そ
う
で
す
ね
、
暑
い
で
す
ね
え
」 

 

「こ
れ
か
ら
高
山
に
行
き
ま
す
が
、
ど
う
で
す 

か
、
一
緒
に
高
山
ま
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

あ
ち
ら
の
方
が
少
し
は
涼
し
い
で
し
ょ
う
か 

ら
・・・」 

 

と
、
話
し
か
け
ま
し
た
ら
、
息
子
さ
ん
と
Ａ
さ 

ん
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
言
わ
れ

た
と
び
っ
く
り
し
た
あ
と
大
笑
い
し
て
い
ま

し
た
。 

 

離
れ
て
聞
い
て
お
ら
れ
た
Ａ
さ
ん
の
ご
主
人

は
、
話
の
内
容
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら 

 
 

 

「ど
う
し
た
何
事
だ
」 

 
 

 

と
、
息
子
さ
ん
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。 

 
 

（い
や
な
に
で
す
ね
、
奥
さ
ん
を
ち
ょ
っ
と
高

山
ま
で
さ
ら
っ
て
い
こ
う
か
と
相
談
し
て
い

た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
） 

 
 

◆
Ａ
さ
ん
に
も
Ｂ
さ
ん
に
も
お
二
人
に
と
っ
て

は
高
山
は
、
道
の
便
不
便
、
『高
山
社
』
が

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
と
か
ど
う
か
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
の
初
め
の
高
山

の
自
然
・人
情
、
生
活
の
す
べ
て
が
何
物
に

も
代
え
が
た
く
大
切
な
も
の
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。 

 
 

◇
私
は
、
当
分
、
お
ふ
た
方
（か
た
）
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
話
題
を
小
包
に
し
て
双
方
向
に

お
届
け
す
る
飛
脚
に
な
り
き
っ
て
走
り
廻

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

（そ
し
て
、
今
年…

｝  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◆
楽
し
い
話
題
を
藤
岡
か
ら
高
山
へ
、
高
山
か 

ら
藤
岡
へ
飛
脚
の
よ
う
に
届
け
て
あ
げ
よ
う
と 

決
心
し
た
の
が
２
年
前
。
そ
し
て
こ
の
春 

Ｔ
さ
ん
に
は
内
緒
で
、
息
子
さ
ん
に
だ
け 

そ
っ
と
、
Ａ
さ
ん
の
訃
報
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

Ｔ
さ
ん
に
は
こ
ん
ど
ま
た
、
楽
し
い
藤
岡
だ
よ 

り
で
も
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。 

  

       
 

 
 

 
 

 
        

高
山
社
長
屋
門  

      


